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日米相互特技訓練を激励支援
JAAGA cheers and supports Japan-U.S. Bilateral NCO Exchange Program

　 

 3 月 14 日（火）、日米相互特技訓練激励のため、前原理
事長（山田理事、太田理事同行）が、横田基地に第 5 空
軍副司令官フリーデル准将（Brig Gen Jesse J. Friedel, 
Deputy Commander, Fifth Air Force）を訪問した。
　フリーデル副司令官との懇談には、第 5 空軍司令部参謀
長代理バス退役大佐（Mr. Sam Bass Col (Ret.), Technical 
Director/ Deputy Chief of staff , HQ Fifth Air Force）、第
5 空軍最先任上級曹長アイエロ最上級曹長 (CMSgt Shawn 
Aiello, Command Chief Master Sergeant Fifth Air 
Force)、第 5 空軍の軍人相互・支援組織 “Fighting Fifth 
Booster Club” 代 表 の タ ン グ 氏（Ms Stephenie Tang, 
President, the Fighting Fifth Booster Club）が同席された。
　前原理事長からは、多忙な時期での訪問受け入れに対し
謝意が述べられ、
様々な場面におけ
る日米空軍種間の
緊密な連携・協力、
活躍に対し敬意が
表されるととも
に、コロナ禍が落
着いたことから、
JAAGA と し て も
訪米団による AFA（Air Force Association：米空軍協会）
との交流深化をはじめ各種事業を推進していく旨が述べら
れた。
　フリーデル副司令官からは、空自と米空軍の関係は継続
的に強化され、お互いに心強いパートナーとなっているこ
と、また日頃からの JAAGA の支援に対する謝意が述べら
れた。前職の三沢基地司令官としての経験を基に、米軍各
基地と周辺地域との更なる交流を推進し、日米の国民的な
相互理解を深めていきたいとの意向も述べられた。アイエ
ロ最先任上級曹長からは、日米相互特技訓練が非常に重
要なプログラムであり、今後益々充実すべきとの話があ

り、双方の認識が共有された。また、同訓練を支援してい
る “Fighting Fifth Booster Club” 代表のタング氏からは
JAAGA からの継続的な支援への感謝が述べられた。
　令和 4 年度の日米相互特技訓練は、コロナ禍の影響と各
種訓練の実施状況により、3 月 20 日 ( 月 ) から 23 日 ( 木 )
の横田基地における米空軍受入れ訓練のみとなった。今後、
この空自隊員 16 名が参加した訓練の状況や日米参加者の
所見等についても紹介したい。

 3 月 15 日（水）、前原理事長（山田理事、太田理事同行）
が、航空幕僚監部（以下「空幕」という。）に人事教育部
長代理教育室長野村信一 1 等空佐を訪問し、日米相互特技
訓練の激励を実施した。
　日米相互特技訓練の激励式は、野村教育室長臨席の下、
連合准曹会会長上田順一准空尉が参加され、個人訓練班長
片桐美智子 1 等空佐の司会により厳粛に執り行われた。
　前原理事長は、「各種共同訓練で日米の協力・相互理解
が深まってきているが、日米相互特技訓練では、お互いの
部隊において生活を共にしつつ、正に『フェイス・トゥ・フェ
イス』での訓練となる。取扱う装備品や器材の違い、業務
の実施要領の違いなどを理解し、各自の業務にフィード・
バックできる良い機会になることに加え、文化の違いや考
え方の違いなどを
学べるまたとない
機会である。特に、
英語力に自信のな
い隊員には、米空
軍人受入れの訓練
には積極的に参加
してもらいたいと思う。受入側であれば、先輩や同僚の支
援が得られるので、英語での意思疎通にチャレンジし易い。
そういった形で英語力の必要性を感じ、努力して大きく能
力を向上できた者も多く、その後は各種共同訓練への参加
機会が増えたという事例も多い。今後とも、空幕にも強力

 JAAGA Chairman Maehara calls on Col Nomura, Director of 
Education Offi ce, Air Staff Offi ce and  Warrant Offi cer Ueda, 
President of  “Rengou-Junsoukai” in Ichigaya AB on March 15

 JAAGA Chairman Maehara calls on Brig Gen Jesse J. 
Friedel, Deputy Commander, 5th Air Force in Yokota AB on 
March 14

 Talking about Importance of Japan-U.
S. bilateral NCO Exchange program and 
further progress in the future

 Encourage “Rengou-Junsoukai” and 
ASO to support the program strongly
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なご支援を頂きながら、JAAGA としてもしっかり支援し
ていきたい」と述べた。
　これに対し、上田連合准曹会会長からは、これまでの日
米相互特技訓練への JAAGA の支援に対する感謝の念が伝
えられるとともに、「引き続き訓練を充実させ、日米の相

互理解、共同運用能力の向上に努める」との心強い意気込
みが表された。
　米空軍担当部署との緊密な連携により、更に充実した訓
練が計画・実行されることを期待する。

（太田理事記）

米空軍将校 航空自衛隊勤務だより
Letter from USAF Offi cer Working in Koku-Jieitai 

初めまして。アメリカ空軍少佐、マイケル・ティブスです。
本寄稿では、交換幹部として離任を間近に控えていること
もあり、岐阜基地飛行開発実験団に派遣されて以来 2 年余
りを過ごした経験について、私の家族、趣味、軍歴などを
交えつつ、ご紹介したいと思います。
　私には妻と 3 人
の 子 供（2 歳 と 4
歳の女の子と０歳
の男の子）がいま
す。 私 と 家 族 は、
赴任以来、週末な
どを利用し、約２
年 間 か け て 全 47
都 道 府 県 を 訪 れ、
日本文化を満喫することが出来ました！　中でも、私の
お気に入りは現在赴任している岐阜県です。田舎の景色、
山々、稲田、そして下呂、高山、郡上八幡、関ケ原、白川
郷の文化には目
を見張るものが
あります。また、
京 都、 名 古 屋、
奈良、大阪など
の素晴らしい観
光スポットへも
容易にアクセス
できるのも魅力
です。
  家族を紹介し
ますと、日本の
料理が大好きな
妻とアンパンマ
ン、 ポ ケ モ ン、

ド ラ ゴ ン ク エ ス
ト、マリオなどが
大 好 き な 娘 ２ 人
で、長女は今、岐
阜各務原の幼稚園
に通いながら、妻
は、岐阜で多くの
友人を作り、日本
の生活を楽しんでいます。
　私はと言うと、家族と過ごす（時間）、飛行機の操縦、
スキューバダイビ
ング、ビデオゲー
ム、日本語とロシ
ア語の勉強が好き
なほか、家族同様
私も旅行が大好きで、地球上のすべての国を訪れることを
妻と一緒に人生の目標としています。
　次に私の経歴についてお話します。私はアメリカ合衆国
南部の田舎町であるアーカンソー州ロジャーズで生まれま
した。アメリカンフットボールや陸上競技などのスポーツ
が大好きな子供でした。最初に日本文化に興味を持ったの
は、ドラゴンボール Z や幽☆遊☆白書などのアニメを観た
ときです。
　高校卒業後、私はアメリカ空軍士官学校（USAFA）に入
学し、陸上競技の十種競技に参加しながら宇宙工学を専攻
しました。私は物事がどのように機能するのかに常に興味
を持っていて、物を分解して再度組み立てることが大好き
でした。そのため、2013 年に USAFA を卒業して空軍士
官になった後、空軍技術研究所（AFIT）で宇宙工学の修士
号を取得し、2015 年に国立航空宇宙情報センター（NASIC）
にて勤務しました。そこでは、軍事衛星に必要な宇宙技術
を決定し、宇宙業務の運用者のための戦術、技術及び機器

飛行開発実験団
Air Development and Test Wing

Maj  Micheal Tibbs

Watching the sumo tournament with his 
family at Nagoya-Basho
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の操作手順を開発するために使用する仮想敵に対するモデ
ルリング＆シミュレーションに従事し、宇宙作戦の開発プ
ログラムに貢献することができました。また、同じ時期に
飛行機の操縦に興味を持ち、パイロットの免許を取得し、
2017 年に飛行試験エンジニア（FTE）として合衆国空軍
テストパイロット学校（TPS）への入学が許されました。
ここでは、多くの機種に搭乗し、アメリカ空軍の兵器シス
テムについて安全かつ効果的な飛行試験を行う方法を１年
間学びました。卒業後も私はエドワーズ空軍基地にとどま
り、B-1、B-2、B-52 爆撃機の飛行試験に加え、人工知能
や極超音速兵器を含むさまざまな飛行試験プログラムに取
り組みました。さらに、単発および多発エンジンの航空機
の連邦航空局（FAA）フライトインストラクターとして、
45 種類の異なる航空機で 700 時間以上の飛行経験を積む
とともに、TPS において FTE 学生の指導教官を務めました。
　このような勤務をしながらも、2016 年に、新婚旅行で
日本を訪れたことがきっかけで、日本と日本語に対する興
味を持った私は、いつか交換幹部として日本に赴任したい
という希望を抱くようになりました。幸運なことに、私は
岐阜基地の飛行開発実験団（ADTW）で航空自衛隊と共に
働く機会を得たことから、日本への移住を決め、カリフォ
ルニア州モントレーにある国防言語学校（DLI）において、
1 年 6 か月間、日本語を学びました。
　現在、私は飛行
開発実験団におい
て、交換幹部とし
て、幹部技術課程

（TOC）、試験飛行
操縦士課程（TPC）
の課程教育に参加
するとともに、練
成 訓 練 に お い て、
新しい技術幹部に FTE としての能力を付与する指導に教
官として従事しています。
  また、F-2 や T-4 に飛実団の試験飛行操縦士と同乗し、
日米間の試験手法の相互理解を深めるとともに、F-2 のフ
ラッター試験及び日豪間の空中給油試験等においては、地
上での技術的助言に加え、団の機上計測員資格を得て、

F-2 等 の 随 伴 機 等
に同乗し、空中で
の通訳や助言を実
施しました。更に
奈良基地の幹部候
補 生 学 校（OCS）
や目黒の幹部学校
での指揮幕僚課程

（CSC）、幹部普通課
程（SOC）、幹部特別課程（AOC）で専門的な軍事教育（PME）
を教えるチャンスを得るとともに、日米豪の演習の計画会
議に通訳として参加する機会にも恵まれました。
　 私 た ち 家 族 は、
今年 7 月にアメリ
カ帰国予定であり、
私は空軍長官の奨
学金研究員（SECAF 
STEM Fellow） と
して、航空生理学、
人工知能と最適制
御の関係を研究すること、そして、航空宇宙工学の博士号

（PhD）を取得するため、マサチューセッツ工科大学（MIT）
に入学します。
　私は、交換幹部の職務を通じて、日本全国を旅し多くの
日本人と出会い、彼らの社会や文化、生き方について多く
を学ぶことができました。岐阜での飛行試験の同僚との交
流、飲み会での友達作り、旅先での偶然の出会い、そして
航空自衛隊の将官たちとの意見交換など、多くの方々から
学び、日本とその人々に深い敬意を持つようになりました。
私を飛行開発実験団の飛行試験エンジニアの部隊である
航空技術隊に歓迎してくださった岐阜基地の同僚や上司の
方々に感謝します。この任務は私にとってキャリアの中で
も最高かつ、一生忘れることのない貴重な機会でした。ま
た、米日空軍種の交流にご活躍されている日米エアフォー
ス友好協会（JAAGA）については、家族や私の経験を紹
介する機会を与えて頂き、ありがとうございました。私た
ちは未来に向け、アメリカと日本の関係がさらに深まるこ
とを信じています。　

Teaching at the Techinical Officer 
Course (TOC)

Flying a C-172 around Mt.FUJI

Flying in the F-2

日米現役の皆さんを応援する「JAAGA だより」を更に多様性に富んだ充実したものにするために、会員の皆様の
投稿を募集しています。投稿頂いた方には記念として、「JAAGA グッズ」（男性にはタイピン、女性にはピンブローチ）
を謹呈させていただきます。
　　　　　　　　　　　　JAAGA 広報係

JAAGA グッズの紹介

↓ ↓
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航空自衛隊コーナー
From Koku-Jieitai 

「鷹の目」グローバルホーク
"HAWK EYE"   Global Hawk

令和 4 年 12 月 15 日（木）、航空自衛隊は三沢基地に「偵察航空隊」を新編した。同隊は、隊司令吉田昭則 1 等空佐

以下約 130 名の部隊であり、偵察専門部隊として無人航空機 RQ-4B（グローバルホーク）を運用する。
グローバルホークは攻撃能力を持たない純粋な偵察無人機であり、地上からの無線操縦によって約 36 時間連続で飛行し、
赤外線カメラを使って高度約 2 万メートルの上空から画像を撮影し地上に伝送するほか、周辺の電波情報を収集し偵察・
監視任務を遂行する。
　航空幕僚長井筒俊司空将は、15 日の記者会見で「（グローバルホークは）通常の航空機よりも長い滞空時間が確保でき、
集中的な監視活動ができる。今後ノウハウを蓄積し、早期に戦力化していく」と述べた。
防衛省は、12 月 16 日付で「防衛力整備計画」を発表し、今後の防衛力強化に向けて「無人アセット」の導入を更に進
める方針であり、三沢基地には現在 2 機のグローバルホークが配備されているが、更に 1 機を追加配備し、3 機運用によっ
て日本周辺空域での活動を実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池田理事記）

　　寄稿　　　　偵察航空隊の新編　～部隊紹介～
Koku-Jieitai Reconnaissance Group is organized at Msawa A.B.

  偵察航空隊副司令  1 等空佐　飯田　隆　

1　はじめに
　今回は「JAAGA だより」に偵察航空隊について寄稿で
きる機会を得て光栄です。
我が隊は、隊司令吉田昭則 1 等空佐を核心として部隊の早
期戦力化に邁進しているところです。今回はその一端を紹
介させていただきます 。

2　部隊の沿革
　 30 大綱において「我が国から比較的離れた地域での情
報収集や事態が緊迫した際の空中での常時継続的な監視を

実施し得るよう無人 機部隊を保持すること」が空自の体
制に含められ、RQ–4B（以下「グローバルホーク」と記
述）を運用する準備部隊として令和 3 年 3 月 18 日に航空
総隊隷下に臨時偵察航空隊が新編されました。令和 4 年 3
月 12 日に最初の機体が三沢基地に到着し、所要の準備を
実施し た後、令和 4 年 12 月 15 日に偵察航空隊が新編さ
れました。令和 5 年 1 月 23 日には多くの来賓等をお招き
し、偵察航空隊編成完結記念式典を実施したところです 。
3　編制装備
　 偵察航空隊は、現在 2 機のグローバルホークを保有し
ており、隊司令以下隊本部、第 502 飛行隊及び整備隊か
らなる部隊です。
　グローバルホークは最大航続時間約 36 時間を誇るとと
もに、電子センサー／赤外線センサー及び合成開口レー
ダーを装備しており、平素はもとより事態緊迫時等におけ
る集中的な監視活動等が可能です。
4　任務及び役割
　 偵察航空隊は、防衛省初となる無操縦者航空機である
グローバルホークを運用する部隊です。
   従来、有人機により実施してきた航空偵察をグローバル
ホークにより実施し、我が国から比較的離れた地域での情
報収集や、事態が緊迫した際の常続的な監視等を行うこと

Col Yoshida,Commander of Reconnaissance Group makes a 
speech at the organization completion ceremony
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ができる態勢を構築するもので、これをもって、自衛隊の
情報運用体制を強化するとともに、日米の相互運用性を更
に強化することが可能と考えています 。 
5  部隊運営状況
　 令 和 4 年 3 月
に機体が納入さ
れ、機体の整備や
地上統制装置の
設置調整等を行
いました。これと
併行して機体の
運航に必要な準備
やパイロット、セ

ンサー操作員及び整備員の学科教育やシミュレーター 訓
練を行い、令和 4 年 12 月から飛行を開始しています。偵
察航空隊は「令和の時代の情報収集のけん引役になる」と
の使命感と誇りを 胸に、一層奮闘努力し無人機運用のパ
イオニアとして任務に邁進して参ります。
6　今後の課題
　偵察航空隊は 、防衛省初となる無操縦者航空機を運用
する部隊であるだけではなく、新編間もない部隊でもあり
ます。運用のノウハウを蓄積し、安定的かつ効果的な部隊
運用態勢を早期に確立することが課題と考えており、引き
続き、日々任務に邁進して参ります 。　　
　　　　　　　偵察航空隊　副司令　１等空佐　飯田　隆RQ-4B maintenance crews make Pre-

Flight inspection for the night mission

米空軍コーナー　
From 5th Air Force 

Strike Eagles join Lightning II's at Keystone of the Pacifi c
https://www.5af.pacaf.af.mil/News/Article-Display/Article/3364155/strike-eagles-join-lightning-iis-at-keystone-of-the-pacifi c/

 ノースカロライナ州シーモア・ジョンソン空軍基地第
336 飛行隊の F-15E ストライクイーグルは、嘉手納基地の
F-15C/D イーグルの米国への段階的な帰還の間にも継続的
な戦闘機の存在を
確保するために、
2023 年 4 月 8 日
に日本の嘉手納基
地に到着した。
 ストライク・イー
グルは、太平洋の
要衝に展開してい
る間、アイルソン
空軍基地から展開
している F-35A ラ
イ ト ニ ン グ II や
嘉手納基地に残る
F-15C/D イーグル
と連携し、この地
域における安定し
た戦闘機能力を継
続的に確保するこ
とができる。
 多様な戦闘機が、

統合軍や同盟軍とともに、日本を守るための作戦態勢を強
化するとともに、これら戦闘機の存在を通じて、自由で開
かれたインド太平洋を確保する。
　F-15E は、空対空と空対地の任務を遂行するために設計
されたデュアルロールファイターである。アビオニクスと
エレクトロニクス・システムにより、低高度、昼夜、全天
候で戦うことができる。
　F-15E は空対地ミッションのために、空軍の所有するほ
とんどの兵器を搭載
することができる。
更に、空対空任務で
は、AIM-9M サイド
ワインダーや AIM-
120 中距離空対空ミ
サイル（AMRAAM）
で武装することがで
きる。また、"E " モ
デ ル に は、 内 部 に
20mm 砲が搭載されている。
  第 18 作戦群司令官のヘンリー・シャンツ大佐は、「スト
ライク・イーグルを太平洋の要衝に迎えることができ、う
れしく思っています。F-15E は実績のある戦闘プラット
フォームであり、ここ嘉手納にあるすでに強力な航空機の

Airmen assigned to the 4th Fighter 
Wing at Seymour Johnson Air Force 
Base, North Carolina

U.S. Air Force F-15E Strike Eagles 
assigned to the 336th Fighter Squadron 
taxi after arriving at Kadena Air Base

Airmen assigned to the 4th Fighter 
Wing board a Boeing 777 at Seymour 
Johnson Air Force Base, North Carolina
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組み合わせに、いくつかのユニークな能力をもたらすもの
です」と述べる。
 このように嘉手納に先進的な戦闘機を受け入れることで、
第 18 航空団は、米国の同盟国の防衛と自由で開かれたイ
ンド太平洋を確保するために、強固で信頼できる航空兵力
を提供する態勢を維持している。
  第 18 航空団は、これらの配備期間中、騒音軽減に関す
る日本政府との二国間協定を順守し続ける。来日するすべ
ての航空機乗務員は、現地の騒音軽減手順についてブリー
フィングを受け、ミッションプランナーは現地の影響を抑
えるために十分な配慮を続けていく。

　第 18 航空団が嘉手納の F-15 部隊の段階的な帰還を続
ける中、国防総省は、より新しく、より高度な航空機を一
時的に配備して補充することにより、この地域における安
定した戦闘機の存在を維持する。
  インド太平洋地域の能力を近代化することは、依然とし
て最重要課題であり、嘉手納でのより高性能な航空機への
移行は、日本との同盟の強固な基盤の上に立ちながら、態
勢を強化するという国防総省の継続的なコミットメントを
例示するものである。

（浅井理事仮訳）

US, Japan leaders gather for 2023 SEL Symposium
https://www.5af.pacaf.af.mil/News/Article-Display/Article/3392991/us-japan-leaders-gather-for-2023-sel-symposium/

  5 月 9 日、横田基地で開催された 2023 年上級下士官シ
ンポジウムには、米軍と自衛隊から 60 名以上が集まり、
今年のテーマである " 革新的なリーダーとは？ " に沿った
討論会を行った。
　冒頭の挨拶で、在日米軍司令部上級下士官ウェンデル・
スナイダー曹長は、米国が中国との競争の激化に直面し続
ける中、ジョー・
バイデン大統領が

「決定的な 10 年」
と見なすこの時期
に、互いに学び合
い、考えることを
参加者に促した。
　スナイダーは、

「私たちは皆、イン
ド太平洋の安全保
障がこの決定的な
10 年の重要な要素
になることを理解しています」と述べた。「では、今日こ
の部屋にいる上級下士官リーダーである私たちにとって、

それは何を意味するのでしょうか？私たちは、二国間の関
係や協力関係を改善し続けることができます。二国間の訓
練や相互運用性を向上させ続けることができるのです」と
続けた。
　在日米軍兼第 5 空軍司令官のリッキー・ラップ中将も
イベントで講演し、
ウクライナ戦争が、
日本に防衛費の増
加や、国家安全保
障戦略、国家防衛
戦略、防衛力増強
計画の 3 つの戦略
文書の発表などを促
したことに触れた。
　ラップ司令官は、「日本はスピード感を持って動いてい
る。中国からの脅威は現実のものであり、その脅威は増大
している。これらすべてに対応できるよう、我々も同じス
ピードで動く準備が必要だ」と述べた。
　2023 年上級下士官シンポジウムを通して、参加者は各
指揮官から話を聞き、着陸帯安全士官によるデモンスト
レーションを見学し、兵士が厳格であると同時に環境に左
右される中でいかに航空機着陸を支援しているのかを学ん
だ。
　また、日米の同盟意識を強化するため、分科会やチーム
ビルディングの活動にも参加した。

（浅井理事仮訳）

Attendees of the 2023 Senior Enlisted Leader Symposium 
pose for a group photo in front of a C-130J Super Hercules at 
Yokota Air Base

Attendees learned about landing zone 
safety offi cer procedures

Japan Maritime Self-Defense Force 
Warrant Officer Hideyuki Seki, Joint 
Staff Offi ce senior enlisted advisor to the 
chairman, delivers opening remarks
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12 月 10 日（土）午後６時から米空軍横田基地オフィサー
ズクラブにおいて在日米軍兼第５空軍司令官リッキーラッ
プ 中 将（Lt Gen Rickey N. Rupp, Commander of U.S. Forces 

Japan and Fifth Air 

Force）ご夫妻の主
催によるホリデー
レセプションが開
催された。
  クリスマスのイ
ルミネーションで
美しくライトアッ
プ さ れ た オ フ ィ
サーズクラブのエ
ントランスからレセプションの会場に入ると主催者のリッ
キーラップ夫妻が一人一人の招待者を出迎えられ、挨拶と
握手を交わし感謝の気持ちが伝えられた。
　昨年は、コロナ感染拡大防止の対策（日本政府が関係者
に定めている制約に配慮）から「ホリデーコンサート」と
して開催され、レセプション中はマスク着用で食事の提供
はなく、太平洋空軍バンドの演奏を楽しむ企画であった。
今年は「WITH コロナ」で制約も緩和されてレセプション
中はマスクなし、飲食あり。心ゆくまで会話と飲食と太平
洋空軍バンドによるクリスマスソングを楽しむことができ
た。
  レセプションには、山崎統合幕僚長ご夫妻、河野前統合
幕僚長、ラーピセートパン駐日タイ王国大使ご夫妻、山川
JAXA 理事長ご夫妻、内倉航空総隊司令官ご夫妻、尾崎情
報本部長ご夫妻、西谷補給本部長ご夫妻、森川航空支援集
団司令官ご夫妻、森田航空総隊副司令官ご夫妻をはじめと
して、たくさんの要人、高級幹部の方々が参加された。また、
横田基地周辺の福生、多摩、武蔵村山、相模原、座間など
の各市町から首長や協力団体の方が参加され、JAAGA か
らは武藤副理事長、朝倉理事ご夫妻、藤田理事及び福永理
事が参加した。
　ラップ司令官から開会にあたり「基地周辺自治体のリー
ダーの方々、自衛隊、関係機関、団体から多数の御出席を
いただきクリスマスのエネルギーを皆様からもらったこと
に感謝します　今日は太平洋空軍バンドの演奏を楽しんで
ください」と挨拶があり、和やかな雰囲気の中で会話も弾

み参加者の親睦の輪
が広がった。
　楽しい時間は短く
感じられ、バンド演
奏でクリスマス気分
も大いに盛り上がっ
た頃、閉会にあたり
ラップ司令官が「日
米同盟に対する軍を
はじめ関係パートナーの皆様のご支援に感謝する」「Merry 

Christmas and Happy New Year ！」と結ばれ、お開きとなっ
た。                                　　　 　（福永理事記）

12 月 10 日（土）嘉手納基地内ロッカー NCO クラブ
において、第 18 航空団司令官デイヴィッド S. エグリン准
将 (Brig Gen David S. Eglin) 夫妻主催によるウインターソー
シャルが開催され、JAAGA 杉山会長及び沖縄支部相原事
務局長が参加した。
　ウインターソーシャルには、外務省沖縄事務所宮川大使
夫妻、沖縄防衛局小野局長、渡久地北谷町長、平田沖縄市
副市長等の周辺自治体関係者と共に、地元企業各社代表者
等多数の関係者が参加した。今回は、翌日の那覇基地エアー
フェスタ開催や各種演習等のた
め、在沖自衛隊司令官等の参加
が叶わなかった。
　在沖米軍関係者は、海兵隊太
平洋基地司令官スティーブン
E. リズウスキー少将 (Maj Gen 

Stephen E. Liszewski)、米陸軍第
10 支援群司令官ネッド C. ホル
ト大佐 (Col Ned C. Holt)、その他
には第 18 航空団最先任上級曹
長夫妻や隷下各群司令官等が参
加するなか、第 3 海兵隊音楽隊
によるクリスマスソングの演奏
と NCO クラブ提供の各種フー
ドが華やいだウインターソーシャルを大いに盛り上げてい
た。
　ソーシャル後半には、杉山会長とエグリン准将との懇談

JAAGA Directors with Lt Gen Rickey N. 
Rupp and Mrs.Rupp  

Closing remarks by Lt Gen Rupp

在日米空軍 / 5 空軍　横田基地
USFJ / 5th AF at Yokota AB in Dec.10 '22

ホリデーレセプションに参加
JAAGA members participate in A Holiday Reception 

第 18 航空団　嘉手納基地
18th Wing at Kadena AB in Dec.10 '22

Brig Gen David S. Eglin, 
Mrs. Eglin and President 
Sugiyama



33

                    No.64-----------------【JAAGA だより】-----------------June 23  2023

が実現し、嘉手納基
地を取り巻く現状や
空自及び米空軍隊員
に交流の重要性など、
大変話題に尽きない
懇談となり、今後更
なる日米相互連携の
必要性が確認された。
　司令官挨拶でエグ
リン准将は、2019 年
以来 3 年ぶりのウインターソーシャルを開催でき、日米の
友好を深めると共に新旧の友人知人との交流が出来たこと
を大変嬉しく思われ、参加者全人に対して感謝の言葉を贈
られた。また、本来司令官宅での実施を予定していたが、
前日から未明まで大雨により、司令官宅前庭が水浸しで急
遽 NCO クラブに実施会場が変更となり、準備に携わった
NCO クラブ関係者及び第 3 海兵隊音楽隊のメンバーの臨
機応変な対応を労った。
　参加者は、3 年ぶりの基地関係者との交流が実施出来た
ことを全員が大変嬉しく思い、華やかなクリスマスツリーを
バックに記念撮影に興じ、一足早いクリスマス気分を味わ
いウインターソーシャルを楽しんだ。               　　　
　　　　　　　　　　　　　（相原沖縄支部事務局長記）　　

　　

 12 月 11 日（日曜日）午後 1 時から横田基地内将校クラ
ブにおいて第 374 空輸航空団司令官アンドリュー L. ラダ
ン大佐（Col Andrew L. Roddan）夫妻主催によるホリデーソー
シャルが開催された。
　ドレスコードは、フェスティブ／スマートカジュアルと
指定され、各参加者はクリスマスをイメージした服装で楽

しい午後のひと時を過
ごした。ご招待により
JAAGA から福永、村
田、朝倉理事が参加さ
せて頂いた。
　主催者挨拶としてラ
ダン大佐は「この大切
なホリデーシーズンに
皆様をお迎えできます
ことを大変光栄に思い
ます」「ホリデーは私
たちの人生を共に過ご
す友人や家族と祝うための期間です」「この大切な時間は
一体感、寛容さ、感謝を通じて私たちに団結力をもたらし
てくれます」と挨拶された。
　今年は特別ゲストと
して基地内のバレエ教
室に通う小さなプリマ
たちが迎えられ、可愛
いくるみ割り人形のバ
レ エ 演 技 が ホ リ デ ー
ソーシャルに花を添え
た。ラダン大佐はプリ
マ一人ひとりに赤い花
を手渡し、素敵なダン ス に 感
謝を述べられた。
  基地周辺地域の市長、市議会議長をはじめ約 80 名の招
待者と、約 40 名の基地関係者との久しぶりのパーティ形
式での再会があり、これらを通じ地域の方との交流が日米
間の強固な団結のためには重要であ
ることを実感した。

（朝倉理事記）

A pleasant  chat  between Brig 
Gen David S. Eglin and President 
Sugiyama

第 374 空輸航空団　横田基地
374th AW at Yokota AB in Dec.11 '22

（from left） Col Kuroda, Fuchu Base 
Commander, Col Izuhara, Yokota 
Base Commander, Brig Gen Jesse 
J.Friedel, Col Andrew L. Roddan,  
and JAAGA Directors

Col Andrew L. Roddan hands a 
fl ower to small prima ballerinas

新入会員紹介

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
長谷川　礼司 東京都多摩市 島津　貴治 東京都目黒区 阿蘇　晋一 千葉県佐倉市

引田　淳 東京都練馬区 井上　剛 神奈川県横浜市 高草木　浩寿 東京都西東京市
猿渡　辰也 千葉県鎌ヶ谷市 北村　靖二 埼玉県入間市 井筒　俊司 千葉県我孫子市

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
吉良　貴好 福岡県筑後市 尾和　克彦 東京都港区 多智　俊夫 石川県小松市

月岡　小百合 東京都品川区

正会員（9 名）

個人賛助会員（４名）
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

A B

第５空軍司令官 空幕部長等

横田 嘉手納

５/１６

☆ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★

(Ｒ６．４）

その他

4/四

会計監査及び物品監査

運営管理

令 和 ５ 年 度 J A A G A 事 業 計 画

事業項目/実施時期
1/四 2/四 3/四

日米隊員の激励等

日米共同訓練参加隊員の激励

日米隊員の表彰(JAAGA AWARD ２０２３)

日米隊員の交流活動(日米相互特技訓練)等激励

米空軍軍人の日本
研修等支援

防大留学米空軍士官学校学生の研修支援

スペシャル・オリンピックスの支援

JAAGAと航空自衛
隊・米空軍との交流

関係団体との交流(JANAFA、横田基地７クラブ等)

横田、三沢

総会

会勢拡大等（会員管理、会勢拡大）

支部との連携

SPORTEX２３

指揮官交代行事等への出席

訪米事業

在日米空軍各基地との連携の強化

米空軍慶弔への対応

事務所の運営と備品等の整備

会員名簿の作成、配布

役員会(★)及び理事会(☆)

創立３０周年（令和８年）記念行事のための経費積立

広報及び広報協力

日米要人等の講演

米空軍基地等の研修

日米安保等に関する広報活動(米空軍広報記事の会報掲載)

会報の発行、配布

一般広報（HP運営、パンフレット作成、グッズ贈呈）

５/１６

令和 5 年度 JAAGA 役員

職　名　 氏　名　　　　（青字：新任）

会　長 丸茂吉成

副会長 福江広明、上田知元、小野賀三

監　事 内山隆弘、山本祐一

理　事

理 事 長 前原弘昭

副理事長 武藤茂樹

企画 荒木淳一、山田真史、増子豊、上ノ谷寛、引田淳、菊田哲

総務 深瀬尚久、大浦弘容、荒木文博、三谷直人、井上浩秀、長田国男、山倉幸也（兼務）、金古真一、
荒木哲哉、島津貴治

渉外 川口泰志郎、藤田信之、村田圭史、朝倉譲、岩崎仁彦、川波清明

会員 今瀬信之、西村弘文、山倉幸也、野澤隆一

広報 福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、竹内由則、菅原政弘

財務 平元和哉、吉川礼史、大岩卓弥、宮本裕徳

支部役員
支部長 池添孝史（三沢） 丸野礼治（沖縄）

支部事務局長 山本親男（三沢） 相原弘介（沖縄）

顧　問 岩﨑茂、小野田治、山崎剛美、平田英俊、石野次男、福井正明、清藤勝則、
四ツ家邦紀（ホームページ担当特任）

JAAGA 退任役員　ご貢献に感謝いたします
職　名 氏名 職名 氏名 職名 氏名

会　長 　杉山 良行 　　理　事　 吉田 浩介、渡邊 博史、長島 純 顧　問   齊藤 治和
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　 日 米 エ ア フ ォ ー ス 友 好 協 会（JAAGA） は、 お 蔭 様 で 令 和 5 年 7 月 で 創 立 27 周 年 を 迎 え ま す。 
日米同盟の深化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。「JAAGA だより」も、
JAAGA 活動の広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えて
います。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見
やご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   pubaffair@jaaga.jp

投稿募集のご案内

    
　
　日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、横田
基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修の意義のみな
らず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 ～ 2,000 字程度）、写真、図表等を含めていた
だいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・米空
軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人賛助会員の皆様】30 社
株式会社 IHI、 株式会社 IHI エアロスペース、 株式会社石橋オフィスサポート、 伊藤忠商事株式会社、 有限会社エイ
ム、 株式会社エクシオテック、 沖電気工業株式会社、川崎重工業株式会社、 株式会社シー・キューブド・アイ・シス
テムズ、 株式会社 SUBARU、 住友商事株式会社、 双信商事株式会社、 双日株式会社、 東京航空計器株式会社、 東芝イ
ンフラシステムズ株式会社、 日本電気株式会社、 日本飛行機株式会社、 ノースロップ・グラマン・ジャパン、 富士通
株式会社、 渕上建設工業株式会社、 Boeing Japan 株式会社、 丸一土地建物株式会社、 丸紅エアロスペース株式会社、 
三菱重工業株式会社、 三菱商事マシナリ株式会社、 三菱商事株式会社、 三菱電機株式会社、 三菱プレシジョン株式会
社、 株式会社武蔵富装、 ロッキード マーティン グローバル インコーポレーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】94 名

賛助会員の皆様へ

"MILK ON-BOARD" 富岡幹博 会員作挿絵（17 ページ）解説
「C-46 輸送機による初の災害派遣における物量投下ミッション」　

　古仁屋大火（1958 年 12 月 27 日の深夜に奄美大島の南部にある瀬戸内町古仁屋地区で発生した火災、焼失戸数
1628 戸（約 90％）で 5300 人余りが被災）において、空自の C-46 輸送機 4 機が災害派遣（救援物資の物量投下）を
行った。
　表題の「MILK ON BOARD」は、積荷がミルク、小麦粉、衣類など７トンであったことに由来する。
　日本赤十字社やキリスト教団体等から提供された救援物資は、陸自練馬駐屯地へ集めらて第１空挺団員の手で空中
投下できるように梱包したのち米空軍立川基地（現陸自立川駐屯地）に移送されて空自 C-46 輸送機４機により新田
原基地経由で奄美大島北部の和野飛行場（現奄美空港）上空から物量投下により被災住民に届けられた。
　官民協力、統合、日米共同による災害派遣が行われた。65 年前のことである。
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員 9 名、賛助会員 4 名の合計 13 名の入会を得ることができました。
○ 令和 5 年 5 月 31 日現在、正会員数 258 名、個人賛助会員数 94 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　員数 31 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。
　　【入会資格】
　　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　　郵  便  　    ：〒 160-0002
　　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　
　　　　　　　　 　　　　　日米エアフォース友好協会　会員係
　　　メール 　　 ：membership@jaaga.jp

◇編集作業の最中、G7 サミットが広島で開催された。G7 のリーダーが平和記念公園に集まり、慰霊碑に献花し、原
爆資料館で全員が直筆で記帳、原爆の怖さを肌で感じて核兵器が使われない世界を目指す。核兵器を使われないよう
にしようという強い意志を演出した日本に光を感じる。◇日本の安全保障の基軸となる日米同盟、中でも重要な日米
空軍・宇宙軍間の協力や連携に、丸茂新会長の指導のもと少しでも役に立てる活動を目指したい。◇広報チームに今
年度から新メンバーとして菅原政弘理事が加入しパワーアップ、引き続き会員の皆様の協力をいただきながら個性と
チームワークで「JAAGA だより」の編集に取り組みます。（編集長）

◆やばいと思ったら笑うのが一番「日々笑進」（F） 
◆コロナ禍が過ぎ、街にノーマスクの人たちが増えた今日この頃。
いろいろな行事も復活し、忙しい毎日を過ごしています。（A）
◆アメリカで大谷翔平選手、イングランドで三苫薫選手、アフリ
カで早田ひな選手が活躍している。海外で活躍している自衛官を
日本人にもっと知ってもらいたいです。（I）
◆先輩方から「もっと広報を！」との声を頂き、自分には何がで
きるか考えています。まずは「だより」をしっかり発行すること。
残念ながら大きな影響力を持った方との繋がりはありませんの
で、小さな街の自衛隊家族会とのご縁を大切にして、「アンバサ
ダー」として自身の体験談などを話していきたいと思っています。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O）
◆ウォーミングアップ中の新米広報理事です。だより作成業務の
流れもまだよく分かっていませんが、微力ながら充実した広報活動のお役に立てるよう精進して参ります。（S)
◆５月６月、この時期は各種組織の年度総会が、コロナ後ということで再開されました。こうなることは分かってい
たのに、原稿が遅れて反省しています。（T）

編集担当（広報理事）：福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘、竹内由則
JAAGA だよりは、ホームページからもご覧いただけます（創刊号から第 49 号までは「20 年の歩み」に掲載）。
　　　　　　　　（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）

会員募集

編集後記

ダー」として自身の体験談などを話していきたいと思っています。　　　　　

作：山本康正 OB


